
都道府県名   事項名   取組の概要（取組で重点を置く手柄を含む。）   実施鰯奥（効臭 聞趨点専）   平成20年慶計画作成に当たり参考となる事項  

l  

①愛の血液助け合い運動（7月）   各種広報媒体（県民だより、市町村広報資料、千兼日  
②はたちの献血キャンペーン（1月～2月）   報、千乗テレビ、鮎yFM？臥県ホームページ）を活用し  ②キヤンペ＿ン会場の見直し  

【上記以外（献血推進キヤン  
③千葉県公粁員職場献血推進月間（8月）   たり、献血会場でティッシュ等の配布を行いながら40  

l  

ペ檎ンの実施等）】  ④千葉県献血推進強調月間（2月）   Oml全血献血及び成分献血への理解と協力を呼びか  
（9学生サマーキャンペーン   ナるとともに、感染症の検査を目的とした献血を行わ  
⑥学生クリスマスキャンペーン   ないよう周知を図った。  

t県独自に実施する秋の献血キャンペーンについて、  ・人気のある苦手選手の起用により、ポスターの評判  ・キヤンペ榊ンの広幸軌＝あたっては、県内全域を対象  
昨年に引き続き横浜F・マリノスに協力を依頬し、ボス  はよかった。しかし、県内に」リーグのチームが4チー  とするか、あるいはターゲット（地域）を絞ったものにす  

ターと新たにラジオメッセージを作成した。 ラジオ  ムあるため、地域性等を考慮したキャラクターの選択  るか、より効果的となるよう見直す。  
メッセージについては、血液センターの協力のもと、県  
内のコミュニティーラジオ局に放送を依構した。   

○新聞への血液在庫状況掲載による県民への情報  

提供（⑯新規）  

県及び各地区ごとのキャンペーンの実施   啓発物品の配布、CM放映、主要駅へのホ●スト掲示。  
・愛の血液助け合い運動、はたちの献血キヤンヘ0－ン  地域ごとのモデル市町村での啓発活動の結果、合計  
・献血地域キャンペーン   894名の献血協力が得られた。  

○献血体験ルームの実施   ・若年層及び初回献血者の拡大と意識の高揚  

大型店に3日間、県下3会場でイベント実施   ・実施できる会場が限られてしまう。  

■愛の血胤町ナ合い運動（7月）   東京都広報掲載、地下鉄等ポスター掲出、映画劇場  
・はたちの献血キャンペーン（1月から2月）   CM上映、成人の日式典（区市町村実施）用チラシ配  

・献血団体表彰   布により、献血に理解と協力を求めた。  

・街頭献血で予めチラシを配付し、持参した方に記念  
晶を差し上げる。   

いては ぎ に し  め こ。   

（注）「取組の概要」欄：平成柑年度新規事案に◎印を表示し、既存事業と区別すること。また、参考として、平成19年度新規事業についても併せて記載すること。   



「献血構造改革」の主な事項に関する取組  

ブロック名一轍  

都道府県名   事項名   取組の概要（取組で王点を置く事柄を含む。）   平成20年慶喜†画作成に当たり参考となる事項   

富山県  【若年者確保について】   ◎献血に関するm－CMを放映   芙施結果（効果．闘題点等）          若年層の視覚に訴えることにより、献血意識を啓蒙す  
石川県  ◎①小学生を対象とした献血ふれあい事集の実施  ①小学生90名を寡▲し献血の攣育と見学を素地。  400mL献血推進のため、高校生献血の在り方とし て 

、入学時の体験献血（200mUと卒業献血（400h  

②中学生に対する献血教育推進   
②中学生を対tとした献血ポスターコンクールの実  
施。優秀作晶を献血書及啓発賛材として活用。   

③高校における献血指導者の研修会   ③高校の♯護教檎を対魚とした献血の書及啓牡。  

④県内高校1年生に啓発パンフレソトの配布   ④献血のできる年齢に達したときの、献血の正しい知  
識の普及啓儀  

⑤大学祭での献血キャンペーンの実施   ⑤大学祭において啓発嚢椙を配付すると同時に採血  
を実施。   

Q）「はたちの献血」キャンペーン中に、若年層を含め  Q6日間の臨時採血所の験せで、7g3人の献血芙  

福井県  穣。   続き計園に組み入れる予定。   
時採血所を開設  

②学生献血推進連盟の活動による献血の実施と広報  
活動  

①高校生を献血広報ボランティア「アポちやんサボー  Q）若年層の献血思想の定覇、初回献血の実施がなさ  高校生を僻血ボランティアに畢嘱し、広報活勤を行う  
静岡県  ター」に委嘱し、保健所とともに地域、学域において啓  れた。  ことにより、若年層に対する献血思想の定着が周られ  

先活動や献血広報を実施した。  ている。   

②高等学僧養護教諭と意見交換会を開催した。  ②高等学校等の連携が周られた。  

愛知県  
（p高校2年生全点 

①若年凱こ対する知識、普及及び啓発   
、大学生及び新成人を対象とした  

パンフレットの配布  

②小学生の親子を対象とした献血ゼミナールの湘催  

僅）学生クリスマスキャンペーンの実施   

愛知県赤十  
愛知熱学生献血連盟加盟校柑大牢の献血ボランテイ ア担当者の合同による年3回の合同献血と各大学で  年咽の献血者敵8餌名   献血初回学生の確保に繋がる学内献血の実施   

字血液セン  の学内献血時の窓口1ニなるように育成指導する。   
ター  学内献血延べ引回2．492名   

q）高校生、大学生を中心とした協力組織（県費から当  Q）各キヤンベーンにおける啓発活動にける協力、血液  特になし  
三重県  該連絡協鶏舎に業務委託）   センターの見学会、勉強会 

②学生献血推進協誰会の開催   ②学生献血推進協旛会（3回開催）、その他各キヤン  
ペーンの協力零についてのま見交換会   

滋賀県  
G）広報・啓発  （》中・高校生を対象として、囲および県の啓発資材  

（ポスター、冊子）を活用し啓発を実施。  
②献血学習寧農  ②小学生を対象として、船の中で啓発学習を実施。   



事項名   取組の概要（取組で凰点を置く む。）   儒（効果、 ）   平成20年度計画作成に当たり参考となる 

【若年者確保について】   ①京都府学生献推進協議会への支援と協働   著年間自らがキャンペーン等を通じて献血の重要性  
を広く訴え、若年層の共感を得ることにより、若年層耕   
血を推進する、また子どもの噴から献血・命の大切さ  

②大学等への働きかけによる大学献血の推進  を知ってもらう。  

③著者向け広報媒体の活用による啓発の実施  

④子ども逮と保護者を含めた献血施設見学会の実施  

都道府県名    事柄を含  実施儀問題点等  事項           献血不適格者に対する栄養指導等サ輪ビスの提供             ◎qノ18鼓からの献血キャンペーン200了を実施  
低く、内容を見直す必要がある。  

府内の高校3年生約15，000人を対象にパンフレット   
を配布、1月～3月に献血ルームヘの来所を要諦。  

る価値がある。  

②若年層を対象とした献血啓発活動の実施  管理センター見学会も、献血経験はあってもその後の  
血液の流れが理解でき勉強になったと、良好な結果で  
あった。   

・◎赤十字青少年トレーニングセンターにおいて小中  
学生96人に対し献血クイズ大会を実施  

・◎献血ルーム京都駅前において、小学生とその保護  
者対象に、施設見学・クイズ等の実施  

・京都府学生推進協津金、第一日赤看護学校の血液  
管理センター見学会実施   

◎平成18年3月に開設した献血携帯サイトを広く周  若者が献血情報に触れる機会を増やすことができた。  今後とも、若者を対象とした媒体を通じて啓発を行つ  

大阪府  知するため、ウェブアドレスを記載したクリアファイル  ていく。  
を作成した。  

・若者向け情報誌への広告掲載  

且）小学生を対象とした「献血おもしろゼミナール」の開  任）平成18年7月27日－8月8日までの間の8日間開催・  q）血液センター施設の受入体制に限界はあるもの  

催（平成8年より実施）  参加者数1．896人の参加（保護者を含む）  の、今後は更に教育委員会の協力を得て参加数を増  

大阪府赤十  
加させたい。（広報関係を含む）  

字血液セン  
ター  ②大学生を対象としたセミナーと施設く血液管理セン   ②平成19年3月12日実施  ②今後は、血液センター、及び行政のホ【ムペ“ジや  

ター）見学  ・参加者数15人の参加（管内の学生献血推進協議会メ  広報などによって、閲広く若年層の参加を呼びかけて  
ンパーが主体   いきたい。  

③高校生を対象としたセミナーと献血ボランティア体                （卦平成18年8月13日実施   ③上紀、②と同様の対応を行いたい。  
検字習の実施   ・参加者敢7人の参加（府内の公立、私学の2枚の生徒  

を対象）  

・参加高校数が少数であった。   

18～用年度の3か年で、延べ70校、422人の ボランティア 学生等との連携による地域ぐ  
平成18～18年度において、高校生を県知  平成高校  地域献血推進団体、大    事から「献血啓発サポーター」として委嘱し、文化祭等  生が献血啓発サポーターとして校内等において献血  るみの献血普及啓発の実施  

兵庫県  の壌を活用して啓発活動を展開した。   啓発活動を行った。  

平成19年産は知事委嘱を行わず、高校生の自主的な  採血車の配車を条件に事業を実施すると申し出た高  
取組としての献血ボランティア活動を支援する。   校があったが、結局小配車されなかったため、事業案  

施を断念するケースがあった。   

ふ
ー
 
 
 



都道府県名   事項名   取組の概要（取組で重点を置く事柄を含む。）   莫施結集（効果．同想点零）   平成之0年度計画作成に当たり参考となる事項   

【若年者確保について】   

兵庫県赤十  
①18歳の献血キャンペーン（県立高校38校）   ①高校3年生約1万人にチラシを配付  

字血液セン  
ター  

②友だち紹介（カード）キャンペーン   ②大学、短大、書円攣稜を中心に約4帥人の応諾があった。   

奈良県  
将来の献血を担う若者に対する献血の悪♯や必要償  啓発物品配布とともに、竿校へは若者献血に対する   学校で実施する「高校生献血Jは、献血可能となる学  
の知練普及   理解と協力を求めているが、学校単世での「高校生献  生にいち早く日常的♯慧として気軽に献血に協力する  

血」の推進は、困難な状況であった。   きっかけとなり、若年者確保に大変、有効であるが、  
柑慮以上しかできないヰ00mL献血の推進と相反す  

る。   

（p高校生の献血推進  の の理  ・ への講演は ・父兄の理解を深め、  

和歌山県  
に対するl臍濱会では職血王事性  学校間係層、筆硯  

る。  

・文化祭や授業での啓発と献血の実施  ・ポスター展l＝ついては、高校生に対し参加型の啓発   
ができた。  へ波及効果を生む。  

◎養護教諭に対する講演会の実施  

◎献血推進ポスターコンクールの実施（展示及び表  

彰）  

（診◎2卒業献血キャンペーンの実施  ②卒業キャンペーンについて、中高生に意識づけでき  
たと思われるが、期間を検討する必要がある。  

・15秒テレビスポット放送（18回）  

・中高生の卒業生に対する啓発  

③大学、専門学校生のボランティアを常時積極的に算   
集し、400ml献血の普及と参加を依頼   した。   

Q）リーフレット作成   ・将来の献血者の安定確保に向けた啓発   
岐阜県  

継構実施  

中3．高2の学生を対象にリーフレットを配布  ・養護熱感との意見交換会開催（間趨点及び効果的  

な対応等に関する整理）   

②学校関係者への協力依掃  

県内の概ね全ての高校、短大、大学、専門学校を保  
健所担当者が訪問し、協力依頼  

高等学校長会、高等学校保健担当者会で協力依頼  

か
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③ホームページを利用したクラブ員の募集   

②会報、電子メール等で健康増進や血液に僻する複  
数回献血者への情報提供を行い複数回献血の実施  
l・一食土▼√．一ヽト↓．t   

（訃◎新規畳錦会の実施   



都道府県名   事項名   取組の概璽（取組で王点を置く事柄を含む。）   実施結果（効果、間趨点等）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項   

京都府赤十   【複数回献血者確保につい  ③ヨガ教室には延べ約100名の参加があった。  
字血液セン   て】   
ター  

④◎情報捷供メールの定期的な発信  ⑥登録羊蹄に約150名の応諾があった。   

⑤◎年1回献血者に登録要請郵便を発送  

◎市町村献血推進協議会へ個別に訪問し、献血推進  市町村献血推進協躊食の献血への取り組みが向上し  今後とも、市町村献血推進協譲会へ個別に訪問を  
大阪府  のお願いを行った。  行っていく。  

大阪府赤十  Q）「Eメールクラフ」会員募集と会見に対する献血要  Q）会員数：4．007人（平成柑年4月2ユ日現在）   任）rEメールクラブj会員の増加が必羊 リアルタイム   
字血液セン  捕、および情報提供の実施。  献血協力羊請人数：延べ3乙ヰ∞人情報捷供件数：  
ター  21件  

②「ヰ∞mL献血jプラスワンキャンペーン中実施  ②10／1－1打23の期間に4∞mL献血の協力者に射し  
て期間、会場限定で成分献血か咄OmL献血の依頼を  
行った。（キャンペーン期間：1〝24～5／15）  

献血者数：ヰ83人（400mLX412、成分×51人：3′31現  
在）   

民健診の増lこおける  

介。  7月の「愛の血液助け合い」運動月間及び12月の「は  市町広報掟（紙）等による献血ルーム、献血余事の稲   
兵庫県  ついても併せて啓発することとしている。  献血ルームから速い地域では採血車による献血が唯   

平成19年虎においても同様に実施する予定。   －の献血手段であり、配車の有無が献血回数に影響  
する。  

兵庫県赤十  q）『ブラス1献血クラブーHYOGO－』（メールによる献血  
字血液セン  依頼等）の推進  
ター  （∋栄養相談事業の実施   ②移動会場、オープン施政  

8会場で実施、37人参加  

報道機関への積極的な資料提供等の広報活動並び  恒常的な血液不足状況に陥った場合、資料提供だけ  広報・啓矧こは、注目されるような話規性があると効  
に街頭聯血キャンペーンの実施による普及啓発  では状況説明の繰り返しになるので、報道機瀾に取り  黒的である。複数回献血の誘引となるような献血者  

奈良県  上げてもらいにくい。   サービスのあり方を検肘するとともに、報意機関に取  
り上げてもらうエ夫をする。   

献血登録者の拡大  複数回献血者が増加した。   献血量扱者に冊報を環供することにより、献血を慧誰  
和歌山県  づけることで複数回献血者を増やすことができる。   

・献血登録者に定期的にはがきやメールを送付し献  
血の案内と協力を求める。  

岐阜県  
複数回献血の推進  複数回餅血看の増加   継続実施   

・複数回献血者クラブの会Å募集  
・同一企業へ複数個配車依頼  

・新規献血者に対し再度の献血を勧めるリーフレット  
を配布  

か
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事項名   取組の概要（取組で重点を置く事柄を含む。）   実施結果（効果、問鰯点等）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項   

【企業等組織的な献血の確保  
について】   

献血推進協雄会のメンバーに商工会議所、経営者協  
会等の県会長を充てている   

渉外活動等において、情報の収集を行い新規、棟数  
石川県  

引き続き協賛企業の確保（揺り起しを含め）を図る。  
回協焚企菓の確保に努めている。   

福井県  i道府県名          宵山県  

・県庁、市役所等での定期的な献血の実施   ・安定した血小板製剤の確保。   ・血液を確保する上では非常に有効な取組であり、2  
0年産も引き続き計画に組み入れる予定。  

・新規事業所の開拓   ・職員の理解度の向上、献血者数の増加。  

・事業所担当者との連携強化   ・企薬の地域貢献が明確になり、継続的な協力や緊  
急的な計画に対応できる。  

静岡県  
（か県庁や県の出先機関を会場とした献血を定期的に  

実施するなど献血に協力した。  

②献血協力団体「アポちゃん協力会」に定期的に凝血  
情報を提供する専一層の協力を求めた。   
企業等における献血推進のため 企業等の献血組玲  貢献度の高い企業等の献血租織を対象に 知事儀  雑考敬的な献血者の確保   

愛知県  の育成を係る   彰、感謝状の贈呈を愛知県献血推進運動大会等の席  
上で行う  

愛知県赤十  年1回の献血協力を2回以上の協力に結びつける   従来からの献血回敢を増やすことについては、維持  
字血液セン  内（社内）の合意が碍lこくい状況にある。  
三重県  ①献血協力団体及び推進団体への複数回献血の協  

力依頬  
②献血実施場所の近隣企業への協力依樽   ②献血実施場所の近隣企兼への依頼  

③大企薬、官公庁の献血実施時の通勤時の献血呼  
ぴかけ   

滋賀県  
（か市町による配車計画   （D市町から企業に対しての集団献血の依将。   Q）一定量の血液の確保。  

②献血推進協腐金華員   ②献血推進協議会関係棒個体委員による事業所劇  ②献血しやすい環境作りと献血のための休暇取得へ  
血の推進。  の配慮。   

ロゴマークの活用方法について具体例を示してほし  
い。また、ロゴマークについて、世間にもっとアピール  
する必要がある。  

京都府  q）事業所琴への協力要請   安定的な血液の確保が図れるが、業務中断又は採血  
②移動採血車の配車体制の整備   副作用の発生を理由に協力が得られない場合があ  

る。  

京都府赤十  （D献血会場周辺企業に対する献血協力の推進  （》渉外活動を強化し、職域の400mL献血の年間計画  
字血液セン  に対し献血実績は103％となった。  
ター  

②定期的な献血協力企菓の確保（献血ルーム周辺）    ②献血ルーム周辺企業に定期的な献血依頼をし、11  
社の協力を得た。  

大阪府  ◎企業等の講習会において献血への協力依頼を行っ  企業の職員の献血に対する理解が深まった。   今後とも、講習会等で献血協力の呼びかけを行ってい  
た。  く。  

大阪府赤十  血推進団体（ライオンズクラブ等）の  （か新規（50団体）、休眠（4団体）   鮮血推進団体を通じて新規の献血団体の獲得を行つ   
字血液セン  q）献血団体、献  ていく。   
ター  

隕
川
 
 
 





②引き挽き事業を継続していく。  開で掲示して頂いた。新聞報道がなされたこともあり  
好評であった。  
②献血思想の普及啓矧こ寄与。   

②各市町成人式会場での啓発資材、啓発リーフレット  
ペーンJを実施  の配付  

【上記以外（献血推進キャン  

ペーンの実施等）】  

センターの  
②第1都の献血功労者への表彰式に加え、第2部のア  
トラクションを実施。報道されることにより、献血の重  

◎②平成18年度献血逓動推進福井県民大会の開催  

H  要性のPR、功労者の励みになった。  

同県  献血推 （スポット  進キャンペーン期間中にラジオ広報  た。  
放送、献血情報の提供）を実施した。   

愛知県  愛知県職員による献血の推進   献血環境の整備  組緑的献血者の確保   
・職務専念鶴務免停の指せ  
■県庁各部局あて献血実施の協力を文書で要請  
・夏季・冬季及び緊急時における官庁街献血の実施  
・官庁街献血実施日に庁内放送による献血協力の呼  
びかけを実施  

三重県  Q）広報活動の強化   q）HP、ケープルTV、新聞、FM放送等を活用  
②成分献血登録者の確保   ②成分献血時に登録の依頼  
（卦型別献血の実施   ③不足時の血液型のみ緊急に協力いただける企乗  
④献血推進体制の強化   等の確保  

④県、血液センターによる市町献血担当課長会議の  
開催等   

京都府赤十  ①400mL献血推進キャンペーン実施  Wワンモア献血キャンペーン」として、ヰ的m」献血者  Q知的mL・成分献血キャンペーンに関しては応諾率も   
字血液セン  にカードを配布し、再来を依掃。応諾率は20％以上  良く、リピーター確保の衝からも、今後も継続して行   
タ門  あった。  う。  

②血小板献血推進キヤンペー実施  ②r月・火・水献血キャンペーン」として、献血者数が少   ②期間限雇キヤンペqンを英施する場合、時期、期  
ない平日の3日間を対象に実施、月一水の献血者数  
が増加した。  

③期間限定キヤンーベン実梼  ③3月限定で、過去1年間献血されていない献血者  
2500人を対象にハガキを郵送。応諾串は目標（10％）  
に届かなかった   

大阪府  ◎qカ00mL献血推進のための【キャッチコピー」を全  003ケ月の募集期間で、全国からヰ．1別件の応募があ  毎年、献血推進啓儲のための芽黒帯莱を実施する予  
固から茅集した。  り、特賞1作品、入賞6作品を選出した。  定。  

②大阪府献血感謝のつどいを開催した。  ②大阪府独自の献血推進月間である12月に開催し、  
府民の献血への理解が深まった。  

大阪府赤十  ①春の1万人400m」献血キャンペーンの実施   実施期間：3／16～5／30  冬、春のキャンペーンを計画する。  
字血液セン  参加人数：約1．000人（3／16－3／3り  
タ帽  



都道府県名   事項名   で重点を置く事柄を含む。）   実施結果（効果、同属点等）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項   
兵庫県  取組の概要（取組  

【上記以外く献血推進キヤン  

ペーンの実施等）】   ※献血者数358名（うちヰ00巾Lは2丁8名）  

兵庫県赤十  Q）リラックスマッサージ   Q）献血ルームで14国英施、約2仙人が参加  
字血液セン  ②血液センター親子見学会   ②2日間で児壬、父兄73人が参加  
ター  

奈良県  献血運動啓儀ポスター募集及び入賞者表彰と入賞作  広報誌等lニよる県内在住・在学・在勤の哺広い年齢  献血への関心を高め、啓発効果のあるイベントの企  
品の展示   層の方への募♯及び入★有無影と大聖スーパー店内  

での展示により広く県民各層に献血遭勤をPRし、献  
血に対する理解を求めた。   

和歌山県  ①愛の献血助け合い運動キャンペーンの実施   と合同での バス前での啓発 のあった啓発方法によりエ夫をこらし、効率よく  
・人の多く集まる場所での／くンフレツト配布啓発   ①協力団体啓発、献血等  効果      地域の状況にあわせ献血者を集めることができた。  効果のある啓発を計画する。  

②ニ十歳のキャンペーンの実施  ②県内の成人に対する啓発ができた。  
■成人式での／くンフレツト配布専の啓発  

③学生ボランティア協1引こよるキャンペーン（夏・冬）  

ルし献血者の意識の向上により効果を上げた。  

◎④夏・冬の献血ルームヘの再来依頬  ④ダイレクトメールの送付によりリピーターを確保でき  
た  

◎⑤街頭献血での「1．000人側Oml献血推進キヤン  
ペーン」の実施   

岐阜県  （D‡献血開運作品募集（標語）  県民に、鮮血について、より身近に感じてもらう   縦横実施   

②「献血感謝の集い」の開催  
献血功労者の表彰とともに健康関連の講演を実施  

（注）内容については簡潔にとりまとめること。  
（注）「取組の概要」欄：平成18年度新規事業に◎印を表示し、既存事業と区別すること。また、参考として、平成柑年度新規事業についても併せて記戴すること。   



「献血構造改革」の主な事項に関する取組  

之む之各 座且」別製地底 

都道府県名   事項名   む。）   ）   20年度計画作成に当たり参考となる事項  

鳥取県  【若年者確保について】   取組の概要（取組で重点を置く事柄を含  l     実施結集（効果、問題点等  平成  ど効果的であった。  
○高校生献血の推進  ○各高校を個別に坊間し、献血への理解と協力要隋  

をおこなった。  
○小・中学生を対象にした見学会の開催  ○夏休み中に血液センターで親子見学会を開催し  

島根県  」」  
ン、高校生材血サマースクールの実施   た。いずれの草葉も、年々参加者が凛少してきてお  るが、各高校の受入れが困難となっており、生徒より  
○はたちの成分献血啓発車乗やはたちの献血キヤン  り、サマースクールについては高校側も実施が困難に  も学校管理者及び教職員への協力要請が必要と考え  
ペーン   なってきていることから、平成19年度において、事業  

を見直すこととした。   
岡山県  ◎高校卒粟生に対する献血の推進  ○高校を卒乗する全生徒に対して、高校卒乗時に  

40αnL献血への協力を依頼する啓発チラシを配布し  

た。  
配布数：約20．000枚  

○幼・小児期からの献血教育の推進  ○夏休み期間中、小学生児塞の親子を対象に体験教   
皇を実施した。  血思想の普及が必要  
県内431校の小学校に参加を呼びかけ、121校719  

名（保護者を含む）の参加があった。  

○高校生献血の推進  ○厚生労働省や岡山県作成の／くンフレツトを活用した   ○正しい献血知隋の普及啓発と献血思想の醸成が必  

ホームルーム活動等を実施した。  事  
高校生の献血者数：1．650人（平成柑年度）  

広島県  ○高校生を対象とした献血の正しい知識の普及啓発  
イルと徴血啓発リーフレットを配布   随の向上  

○中学生・高校生を対象とした献血普及啓発ポスター   ○若年層献血者を通じて保障者への啓発  
図案募集  応募総数280名（中学生185名．高校生95名）  

入賞18点を選出  

○関係団体が実施する体験学習等への協力  ○血液センター見学会「なるほど献血教室J共催  

夏休み中の7月26－28日に開催  
参加者272名（子供169名．保護者103名）  

○若年層の関心を高めるための献血広報活動や献       ○中日国学生統一献血キャンペーン（8／15．17．18）  
血ボランティア組織が実施する献血推進活動への支  全国学生クリスマスキャンペーン（12／23．24）  
接   広報支援  




